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１３ 文字と式
（１）文字 x を使った式

文字を使った式の表し方を調べていきましょう。

基本の確かめ

１ 正三角形の１辺の長さを□㎝として、まわりの長さを、□をつかった式で表しましょう。

□×３

このような式では、□のかわりに文字 x を使うことがあります。x を書いてみましょう。

正三角形の１辺の長さを x㎝として、まわりの長さを、xを使った式で表すと

x×３

ステップ１

２ １辺の長さが、４㎝のときの正方形のまわりの長さを求めましょう。

また、１辺の長さが、７㎝のときの正方形のまわりの長さを求めましょう。

３ １００ページの本を３０ページ読んだときの残りのページ数を x ページとして、

このことを式に表しましょう。

また、実際には何ページ残っていますか。

X X X
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ステップ２

４ ゆうなさんは、同じねだんのクッキーを８つ買って、代金を９６０円はらいました。

① クッキー１つのねだんを x 円として、８つの代金が９６０円であることを表す

式を作りましょう。

x×８＝

② xにあてはまる数を求めましょう。

x×８＝

x＝ ÷

＝

答え 円

③ ①の式に、②で求めた答えをあてはめて、答えの確かめをしましょう。

x＝

↓

x×８＝ ×８

＝

５ 底辺が８㎝の三角形があります。

① この三角形の高さを x㎝として、

三角形の面積を xを使った式に表し

ましょう。

② 高さが４㎝のときの面積を、

①の式を使って求めましょう。

x ㎝

８㎝

８㎝

４㎝
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③ 高さが x㎝で、面積が７２㎠で

あることを式に表しましょう。

④ ③の式に、xにあてはまる数を求めます。

高さ x㎝を、６㎝，７㎝，･･･と順に変えて

あてはめ、面積が２４㎠になるときの高さを

求めましょう。

６ xにあてはまる数を求めましょう。

① ３６＋ x＝６０ ② xー２４＝５５

③ x×２５＝７５ ④ x÷６４＝１６

８㎝

x ㎝

７２㎠

高さが６㎝のとき、

式は、６×６÷２＝１８で面積は１８㎠だ。

高さが７㎝のとき、

式は、６×７÷２＝２１で・・・。
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ステップ3

７ まわりの長さが x㎝の正方形があります。

① この正方形の１辺の長さを、

xを使った式で表しましょう。

② まわりの長さが１６㎝のときの

正方形の１辺の長さを求めましょう。

８ x㎏の荷物をのせたトラックの重さが１５００㎏のとき、

トラックだけの重さを x㎏を使った式で表しましょう。

９ かほさんの全校児童は６４０人です。

そのうち、男子は３１５人です。

①女子の人数を x人として、

全校児童が６４０人であることを式で

表しましょう。

② 女子の人数を求めましょう。
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１０ たて４㎝、横６㎝の直方体があります。

（１）高さを x㎝として、直方体の体積を xを

使った式に表しましょう。

（２）高さが５㎝のときの直方体の体積を求めま

しょう。

（３）直方体の２４０㎤のときの高さを求めます。

高さを順に変えてあてはめて求めましょう。

（２）２つの文字を使った式

２つの文字を使った式での表し方を考えましょう。

基本の確かめ

１ 正方形の１辺の長さを変えたとき、１辺の長さとまわりの長さの関係を調べましょう。

① 表をつくって調べましょう。

６㎝

x ㎝

４㎝

１㎝ ２㎝ ３㎝ ４㎝ ５㎝
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１辺の長さ（㎝） １ ２ ３ ４ ５ ６

まわりの長さ（㎝）

② １辺を□㎝、まわりの長さを△㎝として、

１辺の長さとまわりの長さの関係を式に表します。

□× ＝△

このような式では、□，△のかわりに

文字 x， を使って、次のように表しましょう。

x × ＝
を練習しましょう。

③ １辺の長さ x㎝を１㎝ずつ増やすと、

まわりの長さ ㎝はどのように変化しますか。

④ １辺の長さ x㎝を２倍，３倍，･･････にすると、

まわりの長さ ㎝はどのように変化しますか。

□㎝

△㎝
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ステップ１

２ 円の直径を x㎝、円周を ㎝とした円を考えましょう。

① 円の直径と円周の関係を式に表しましょう。

㎝

② 円の直径の長さが５㎝のときの円周の長さを求めましょう。

③ 円周の長さが３１．４㎝のとき、直径の長さを求めましょう。

３ １ｍで２４ g のはり金があります。このはり金 x ｍの重さを g とするときの、

はり金の長さと重さの関係を式に表しましょう。

ステップ２

４ １個 x円のチョコレートを１２個買って、１０００円札でしはらいました。

① おつり 円は、どんな式で表せますか。

② xが３０や６５のとき、 はそれぞれどんな数になるでしょう。

xが３０のとき

xが６５のとき

x ㎝
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ステップ３

５ 高さが８㎝の三角形を考えましょう。

① 底辺が x㎝のときの面積を ㎠として、

xと の関係を式に表しましょう。

＝

② 底辺が６㎝、１２㎝のときの面積を求めましょう。

６㎝

１２㎝

③ 底辺が１㎝長くなると、三角形の面積はどのように変わりますか。

６ 時速 xkmで走る車が、１時間３０分走ると km進みます。

この車の速さと進む道のりを x と の関係を式に表しましょう。

８ ㎝



-6-13-9-

解答 １３ 文字と式
（１）文字 x を使った式

文字を使った式の表し方を調べていきましょう。

基本の確かめ

１ 正三角形の１辺の長さを□㎝として、まわりの長さを、□をつかった式で表しましょう。

□×３

このような式では、□のかわりに文字 x を使うことがあります。x を書いてみましょう。

正三角形の１辺の長さを x㎝として、まわりの長さを、xを使った式で表すと

x×３

ステップ１

２ １辺の長さが、４㎝のときの正方形のまわりの長さを求めましょう。

また、１辺の長さが、７㎝のときの正方形のまわりの長さを求めましょう。

４×４＝１６ １６㎝

７×４＝２８ ２８㎝

３ １００ページの本を３０ページ読んだときの残りのページ数を x ページとして、

このことを式に表しましょう。

また、実際には何ページ残っていますか。

１００－ x＝３０ （３０＋ x＝１００，１００－３０＝ x）

x＝１００－３０

＝７０

７０ページ残っている

X X X
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ステップ２

４ ゆうなさんは、同じねだんのクッキーを８つ買って、代金を９６０円はらいました。

① クッキー１つのねだんを x 円として、８つの代金が９６０円であることを表す

式を作りましょう。

x×８＝

② xにあてはまる数を求めましょう。

x×８＝

x＝ ÷

＝

答え 円

③ ①の式に、②で求めた答えをあてはめて、答えの確かめをしましょう。

x＝

↓

x×８＝ ×８

＝

５ 底辺が８㎝の三角形があります。

① この三角形の高さを x㎝として、

三角形の面積を xを使った式に表し

ましょう。

８× x ×

② 高さが４㎝のときの面積を、

①の式を使って求めましょう。

８×４× ＝２０

２０㎠

９６０

９６０

９６０ ８

１２０

１２０

１２０

１２０

９６０

x ㎝

８㎝

８㎝

４㎝

2

1

2

1
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③ 高さが x㎝で、面積が７２㎠で

あることを式に表しましょう。

７２＝８× x ×

④ ③の式に、xにあてはまる数を求めます。

高さ x㎝を、６㎝，７㎝，･･･と順に変えて

あてはめ、面積が３２㎠になるときの高さを

求めましょう。

x＝６のとき

８×６× ＝２４

x＝７のとき

８×７× ＝２８

x＝８のとき

８×８× ＝３２

高さ８㎝

６ xにあてはまる数を求めましょう。

① ３６＋ x＝６０ ② xー２４＝５５

x＝６０－３６ x＝５５＋２４

＝２４ ＝７９

③ x×２５＝７５ ④ x÷６４＝１６

x＝７５÷２５ x＝１６×６４

＝３ ＝１０２４

８㎝

x ㎝

７２㎠

高さが６㎝のとき、

式は、６×６÷２＝１８で面積は１８㎠だ。

高さが７㎝のとき、

式は、６×７÷２＝２１で・・・。

2

1

2

1

2

1

2

1
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ステップ3

７ まわりの長さが x㎝の正方形があります。

① この正方形の１辺の長さを、

xを使った式で表しましょう。

x÷４

② まわりの長さが１６㎝のときの

正方形の１辺の長さを求めましょう。

１６÷４＝４ ４㎝

８ x㎏の荷物をのせたトラックの重さが１５００㎏のとき、

トラックだけの重さを x㎏を使った式で表しましょう。

１５００－ x

９ かほさんの全校児童は６４０人です。

そのうち、男子は３１５人です。

①女子の人数を x人として、

全校児童が６４０人であることを式で

表しましょう。

３１５＋ x＝６４０

② 女子の人数を求めましょう。

３１５＋ x＝６４０

x＝６４０－３１５

＝３２５

３２５人
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１０ たて４㎝、横６㎝の直方体があります。

（１）高さを x㎝として、直方体の体積を xを

使った式に表しましょう。

４×６× x

（２）高さが５㎝のときの直方体の体積を求めま

しょう。

４×６×５＝１２０

１２０㎥

（３）直方体の２４０㎤のときの高さを求めます。

高さを順に変えてあてはめて求めましょう。

４×６× x＝２４０

x ６ ７ ８ ９ １０

体積 １４４ １６８ １９２ ２１６ ２４０

高さ １０㎝

（２）２つの文字を使った式

２つの文字を使った式での表し方を考えましょう。

基本の確かめ

１ 正方形の１辺の長さを変えたとき、１辺の長さとまわりの長さの関係を調べましょう。

① 表をつくって調べましょう。

６㎝

x ㎝

４㎝

１㎝ ２㎝ ３㎝ ４㎝ ５㎝
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１辺の長さ（㎝） １ ２ ３ ４ ５ ６

まわりの長さ（㎝） ４ ８ １２ １６ ２０ ２４

② １辺を□㎝、まわりの長さを△㎝として、

１辺の長さとまわりの長さの関係を式に表します。

□× ＝△

このような式では、□，△のかわりに

文字 x， を使って、次のように表しましょう。

x × ＝
を練習しましょう。

③ １辺の長さ x㎝を１㎝ずつ増やすと、

まわりの長さ ㎝はどのように変化しますか。

④ １辺の長さ x㎝を２倍，３倍，･･････にすると、

まわりの長さ ㎝はどのように変化しますか。

□㎝

△㎝

４

４

４㎝ずつ増える。

２倍，３倍，・・・になる。
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＝３．１４×

＝２４×

＝１０００－ ×１２

ステップ１

２ 円の直径を x㎝、円周を ㎝とした円を考えましょう。

① 円の直径と円周の関係を式に表しましょう。

x

㎝

② 円の直径の長さが５㎝のときの円周の長さを求めましょう。

③ 円周の長さが３１．４㎝のとき、直径の長さを求めましょう。

３ １ｍで２４ g のはり金があります。このはり金 x ｍの重さを g とするときの、

はり金の長さと重さの関係を式に表しましょう。

x

ステップ２

４ １個 x円のチョコレートを１２個買って、１０００円札でしはらいました。

① おつり 円は、どんな式で表せますか。

x

② xが３０や６５のとき、 はそれぞれどんな数になるでしょう。

=１０００－３０× x

＝６４０ xが３０のとき

＝１０００－６５× x

＝２２０ xが６５のとき

１５．７㎝

１０㎝

６４０円

２２０円

x ㎝
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ステップ３

５ 高さが８㎝の三角形を考えましょう。

① 底辺が x㎝のときの面積を ㎠として、

xと の関係を式に表しましょう。

＝ x ×８×

② 底辺が６㎝、１ ２㎝のときの面積を求めましょう。

＝６×８×

＝２４ ６㎝

＝１２×８× １２㎝

＝４８

③ 底辺が１㎝長くなると、三角形の面積はどのように変わりますか。

６ 時速 xkmで走る車が、１時間３０分走ると km進みます。

この車の速さと進む道のりを x と の関係を式に表しましょう。

１時間３０分＝１．５時間

（道のり）＝（速さ）×（時間）

だから、 ＝ x×１．５

＝ x×１．５

２４㎠

４８㎠

４㎠面積が増える。

８ ㎝

2

1

2

1

2

1


